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◆訓練の概要（初心者向） 

訓練目標 

（仕上がり像） 

介護事業所において上司の指示を受けながら訪問介護及び施設介護の基本作業ができる。 

兵庫県知事指定の介護福祉士実務者研修課程を中心とした訓練コースとして訓練修了者には各修了証を発行する。介護

技術については、座学での知識習得を基に実践に即した確実な技術を実技で習得するとともに、企業実習において、現場

に即した実践力を養う。また、視覚障がい者のガイドヘルパーや難病ホームヘルパーの研修を受けて資格を取り、あらゆ

る福祉現場で活躍できる人材を育成する。 

取得資格等 

修了時に取得可能な資格 

① 介護福祉士実務者研修   ② 同行援護従業者養成研修（一般課程）  

③ 難病患者等ホームヘルパー（基礎課程Ⅱ） 

※職業訓練の目的は、訓練修了後の早期就職を目指すものです。 

◆募集日程及び訓練期間等 

・募集定員 ２５名 （最少開講人数 １０名） 

・募集期間 令和５年１０月１６日（月） ～ 令和５年１１月１３日（月） ※募集期間を延長しました。  

・選考日 令和５年１１月２１日（火）   ９：３０ （時間厳守） 

・合否通知発送 令和５年１１月２７日（月）  （予定） 

・訓練期間 令和５年１２月５日（火） ～ 令和６年６月４日（火） （６か月） 

原則、土・日・祝を除き、週５日間 ９：４０～１６：1０ 

◆コース説明会  ※当日は、感染症予防のため、マスク着用のご協力をお願いしております。 

・日時：①令和 5年 10月 18日（水）15：20～ ②令和 5年 10月 27 日（金）15：20～ ③令和 5年 11月 1 日（水）16：20～

～   ・場所：下記座学訓練場所 

（説明会に参加ご希望の方は、事前に電話で、お名前、ご連絡先の電話番号、希望日をご連絡ください。） 

・連絡先：福祉のキャリアカレッジ神戸三宮校   TEL  078-940-1140 （ 担当： ダイドウ / ツシ ）  

◆申込先等  原則として居住地を管轄する公共職業安定所で面談のうえ「入校願書」に必要事項を記入し、写真を貼付して申し

込んでください（写真は、タテ４cm、ヨコ３cm１枚）。受験票などの送付はいたしません。 

◆入校選考  ・下記座学訓練場所（裏面地図参照）で筆記試験、面接により選考を行います。 

・筆記用具（ボールペン、シャープペンシル等）を持参してください。消せるボールペンは不可。 

・当日は、感染症予防のため、マスクの着用をお願い致します。 

・当日、体調がよくない場合は、事前にご連絡をいただいた上、受験をご遠慮いただく場合があります。 

◆座学訓練場所 

学 校 名 ： 福祉のキャリアカレッジ神戸三宮校 TEL：078-940-1140  

訓練場所： 〒651-0096 兵庫県神戸市中央区雲井通1丁目1-1  ツイン雲井 FLEX21 203号室 

最寄駅  JR三ノ宮駅から徒歩8分（800ｍ） 

◆必要経費（税込） 

・教科書代  １２，５００円  ・検便検査費用（企業実習用）  500円  ・職業訓練生総合保険料  4,900円  

・法定講習欠席に係わる補講料   

（（学科）2,000.円/1h（税込） 、（実技）2,000円/1h（税込）、（学科）レポート補講/無料）  

 

◆問合せ先  原則として居住地の公共職業安定所、または下記の学院にお問い合わせください。 

※訓練内容に関することは上記座学訓練場所に直接お問い合わせください。 

兵庫県立神戸高等技術専門学院 

〒６５１－２１０２ 神戸市西区学園東町５丁目２番 TEL：０７８－８９４－３７３０ 担当 森 

[整理番号９４ ] 



◆訓練の内容 

科目 科目の内容 訓練時間 

 
 

 
 

科 

入校・修了オリエンテーション 入校、終了ガイダンス 3 

(１) 人間の尊厳と自立 人間の尊厳と自立 5 

(２) 社会の理解Ⅰ 介護保険制度 5 

(３) 社会の理解Ⅱ 生活と福祉・介護実践に関連する諸制度 30 

(４) 介護の基本Ⅰ 介護福祉士制度・尊厳、介護の展開・介護福祉士の倫理 10 

(５) 介護の基本Ⅱ 介護における安全の確保とリスクマネジメント 20 

(６) コミュニケーション技術 介護におけるコミュニケーション 20 

(９) 介護過程Ⅰ 介護過程の基礎的知識と展開とチームアプローチ 20 

(10) 介護過程Ⅱ 介護過程の展開の実際 25 

(12) 発達と老化の理解Ⅰ 老化に伴う心とからだの変化と日常生活への影響 10 

(13) 発達と老化の理解Ⅱ 人間の成長・発達、老年期の発達、症状・疾病 20 

(14) 認知症の理解Ⅰ 認知症ケアの理念、生活障害、心理・行動の特徴 10 

(15) 認知症の理解Ⅱ 医学的側面から見た認知症の理解、家族への支援の実際 20 

(16) 障害の理解Ⅰ 障害者福祉の理念、障害の生活障害、心理・行動について 10 

(17) 障害の理解Ⅱ 医学的側面からみた障害の理解、障害児者への支援の実際 20 

(18) こころとからだのしくみの知識 介護に関係した身体の仕組みの基礎的な理解 40 

(20) 医療的ケア 講義 医療的ケア実施の基礎、喀痰吸・経管栄養の基礎知識 60 

安全衛生 介護職における安全作業、健康管理、救急処理 3 

働くことの基本ルール 『働く人、雇う人のためのハンドブックを活用』しての働くことの基本ルールについて 3 

アンガーマネジメントの知識 怒りの性質、怒りの感情の基礎知識、メンタルコントロール方法 13 

同行援護の知識 障がい者(児)福祉制度とサービス、同行援護の制度と従業者の業務、障がい・疾病の理解、障がい者

の心理、情報支援と情報提供、障がい者の人権、代筆・代読の基本知識、同行援護の基礎知識 

20 

難病患者等の知識 難病の基礎知識、難病患者の保険医療制度、難病患者の心理及び家族の理解・難病患者の介護の実際、

難病に関する介護事例検討 

10 

就職支援 社会人としてのマナー及びコミュニケーションスキル、ジョブ・カード、履歴書作成要領説明等 10 

就職相談 就職相談、求人情報の提供、企業の人事担当者等による求人情報の提供 15 

 

実 

 

技 

(７) 生活支援技術Ⅰ 生活支援と環境整備、介護技術の基本、福祉用具等 20 

(８) 生活支援技術Ⅱ 利用者の心身の状況に合わせた介護支援技術 31 

(19) こころとからだのしくみの演習 人間の心理、人体の構造と機能 40 

(11) 介護過程Ⅲ 介護過程の展開の実際・介護技術の評価 45 

(21) 医療的ケア 演習 喀痰吸引、経管栄養、救急蘇生法演習 20 

同行援護の演習 同行援護の基本技能、応用技能 10 

職場実習

(

（実技 ）

 企業実習（介護実習） 各種介護施設及びデイサービスで実施 60 

訓練時間 総合計628時間（学科402時間、実技166時間、職場実習 60時間） 

別途：入校式・修了式等2時間   訓練日数 総合計 111日 

就職先と主な業種・職種 訪問介護員、施設介護員、デイサービスの職員、介護施設におけるサービス提供責任者、ガイドヘルパー 

就職実績 実務者研修コースの就職率 ： 令和3年度90.0％  

 

◆座学訓練場所   

    


